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（論文審査の要旨） 
【目的】横浜市都筑区における肺がん検診の動向を検討する。 
 
【方法】2010 年 11 月から 2016 年 2 月までに、要精検とされ、昭和大学横浜市北部病院呼
吸器センターを受診した 601名を対象とし、診療録及び検査所見より精査結果を抽出した。 
 
【結果】最終診断として陳旧性炎症性変化と非結核性抗酸菌症を含む気管支拡張症、間質
性肺炎が多かった。肺癌症例は、2014 年 2 月までで 12 名、同期間の横浜市最終報告にお
ける都筑区肺がん患者数と同数であり、手術例は 5 名であった。紹介率は対象期間中の平
均 46.8%であった。検診受診者数及び検診受診率は増加傾向、要精検率は 8%と低下傾向だ
が全国 2%に比し高い。肺がん発見率は全国より高い傾向にある。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
 
【考察】肺がんを強く疑う症例は当センターへ紹介されており、都筑区内での信頼の高さ
が示された。要精検率の低下要因に、画像のデジタル化による病変検出の向上がある。が
ん発見率が高い理由として、要精検率が高く CT 精査の頻度が高いことや、d 判定を含めて
いることが挙げられる。判定基準や集計方法に、ガイドラインとの解離が存在し、今後更
なる検討が必要である。 
 
上記の点で本論文が新しい知見を得ており、学術上価値のあるものと考えられる。 
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